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一
九
五
九
年
の
暮
れ
、
台
湾
人
留
学
生
の
許
世
楷
さ

ん
（
前
台
湾
駐
日
代
表
）
が
私
の
居
た
学
生
下
宿
に
入

居
し
た
の
で
友
人
に
な
っ
た
。
翌
年
、
台
湾
人
留
学
生

が
台
湾
青
年
社
（
現
台
湾
独
立
建
国
聯
盟
日
本
本
部
）

を
結
成
、
王
育
徳
先
生
を
発
行
人
と
し
て
日
文
の
『
台

湾
青
年
』
を
発
行
、
一
九
六
一
年
に
こ
の
月
刊
誌
の
編

集
を
頼
ま
れ
て
、
私
は
彼
等
の
仲
間
に
な
っ
た
。

一
九
六
四
年
六
月
、
仲
間
の
一
人
、
陳
純
真
が
国
民

党
特
務
で
あ
る
事
が
わ
か
り
、
黄
昭
堂
委
員
長
以
下
七

人
で
彼
を
査
問
し
た
こ
と
で
我
々
は
逮
捕
さ
れ
、
監
禁

強
要
罪
の
判
決
を
受
け
た
が
、
執
行
猶
予
が
つ
い
た
。

一
九
六
七
年
八
月
、
一
度
は
台
湾
を
見
て
お
き
た
い

と
思
っ
た
私
は
、「
僕
が
台
湾
で
逮
捕
さ
れ
た
ら
、
独

立
運
動
の
宣
伝
に
利
用
し
て
く
れ
」
と
仲
間
に
言
っ
て

台
湾
観
光
旅
行
団
に
加
わ
っ
た
。
台
湾
を
一
周
し
て
い

る
途
中
か
ら
特
務
に
尾
行
さ
れ
た
が
、
彼
等
は
私
を
逮

捕
し
な
か
っ
た
。
帰
国
す
る
と
、
仲
間
の
二
人
が
強
制

退
去
令
に
よ
っ
て
法
務
省
入
国
管
理
局
に
収
容
さ
れ
、

世
論
の
厳
し
い
批
判
が
起
き
て
い
た
。
国
民
党
は
私
を

逮
捕
し
て
批
判
が
さ
ら
に
高
ま
る
の
を
恐
れ
た
の
で
あ

ろ
う
。
東
京
地
裁
が
強
制
送
還
の
執
行
停
止
を
命
じ
た

の
で
、
二
人
は
釈
放
さ
れ
た
。

翌
年
三
月
、
仲
間
の
柳
文
卿
が
夕
方
、
入
管
に
収
容

さ
れ
翌
朝
の
一
番
機
で
台
湾
に
強
制
送
還
さ
れ
た
。
裁

判
所
が
柳
の
強
制
送
還
執
行
停
止
命
令
を
出
す
ま
で
の

数
時
間
、
彼
の
送
還
を
阻
止
し
よ
う
と
考
え
て
、
我
々

は
十
人
で
羽
田
空
港
に
飛
び
込
ん
だ
が
、
滑
走
路
近
く

で
逮
捕
さ
れ
て
目
的
を
達
せ
な
か
っ
た
。

彭
明
敏
・
台
湾
大
学
教
授
（
一
九
九
六
年
の
台
湾
国

民
の
直
接
投
票
に
よ
る
第
一
回
総
統
選
挙
で
の
民
進
党

台
湾
と
私 

24

守
れ
る
か
、台
湾
の
民
主
主
義

宗む
な

像か
た　

隆た
か

幸ゆ
き

◦
本
会
理
事

台
湾
独
立
建
国
聯
盟
中
央
委
員
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公
認
候
補
）
は
、
一
九
六
四
年
九
月
に
二
人
の
弟
子
と

「
台
湾
自
救
宣
言
」
を
執
筆
、
印
刷
配
布
し
よ
う
と
し

て
叛
乱
罪
で
八
年
の
懲
役
刑
に
な
っ
た
が
、
彭
教
授
は

国
際
法
学
会
の
著
名
人
だ
っ
た
の
で
国
際
的
な
批
判
が

強
く
、
蔣
介
石
総
統
は
翌
年
十
一
月
に
彼
を
特
赦
で
釈

放
し
た
。
彭
先
生
は
特
務
機
関
の
厳
し
い
監
視
下
に
置

か
れ
て
い
た
が
、
私
は
一
九
六
八
年
か
ら
秘
密
ル
ー
ト

で
先
生
と
文
通
し
て
い
た
。

一
九
六
九
年
二
月
、
彭
先
生
か
ら
、
再
投
獄
さ
れ
る

か
暗
殺
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
の
で
、
台
湾
か
ら
脱
出
す

る
方
法
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
相
談
を
受
け
た
。
私
が
考

え
た
方
法
は
、
友
人
を
台
湾
へ
送
り
、
彼
の
パ
ス
ポ
ー

ト
の
写
真
を
彭
先
生
の
写
真
と
す
り
替
え
る
こ
と
で
あ

っ
た
。

当
時
の
パ
ス
ポ
ー
ト
は
写
真
を
張
っ
て
あ
る
だ
け
だ

っ
た
か
ら
、
写
真
の
張
り
替
え
は
簡
単
で
あ
っ
た
が
、

問
題
は
写
真
に
押
し
て
あ
る
割
印
で
あ
る
。
私
は
割
印

を
作
る
練
習
を
重
ね
、
ヒ
ッ
ピ
ー
ス
タ
イ
ル
の
彭
明
敏

先
生
の
顔
写
真
（
そ
れ
を
拡
大
し
た
写
真
が
台
北
市
の

二
・
二
八
記
念
館
に
展
示
さ
れ
て
い
る
）
に
割
印
を
押

し
、
そ
れ
を
持
た
せ
て
友
人
の
阿
部
賢
一
を
台
湾
に
送

っ
た
。
一
九
七
〇
年
一
月
三
日
、
彭
先
生
は
阿
部
の
パ

ス
ポ
ー
ト
で
台
湾
脱
出
に
成
功
し
た
。

一
九
九
一
年
、
当
時
は
米
国
に
あ
っ
た
台
湾
独
立
建

国
聯
盟
総
本
部
の
張ち
ょ
う
さ
ん
こ
う

燦
洪
主
席
か
ら
、
聯
盟
幹
部
が
台

湾
に
密
入
国
し
て
民
主
化
の
た
め
に
獄
中
闘
争
を
行
う

計
画
だ
が
、
日
本
人
の
パ
ス
ポ
ー
ト
を
利
用
で
き
な
い

か
と
頼
ま
れ
た
。
か
つ
て
は
外
国
政
府
と
取
引
し
て
ま

で
独
立
運
動
家
を
強
制
送
還
さ
せ
て
い
た
の
に
、
こ
の

頃
の
国
民
党
は
独
立
運
動
家
の
影
響
を
恐
れ
て
帰
国
を

禁
止
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
日
本
か
ら
台
湾
へ
行
く
の

で
あ
れ
ば
、
パ
ス
ポ
ー
ト
の
取
得
に
必
要
な
書
類
に
張

主
席
ら
の
写
真
を
添
え
て
申
し
込
め
ば
良
い
の
で
、
簡

単
で
あ
っ
た
。
こ
の
方
法
で
張
主
席
ら
四
人
が
台
湾
へ

帰
国
で
き
た
。
そ
の
後
、
台
湾
人
の
李
登
輝
総
統
の
下

で
台
湾
の
民
主
化
は
急
速
に
進
ん
だ
。

し
か
し
、
昨
年
総
統
に
な
っ
た
香
港
生
ま
れ
の
馬ば

英え
い

九き
ゅ
うは
、
中
国
と
の
「
統
一
」
政
策
と
台
湾
の
民
主
主
義

の
破
壊
を
推
進
し
て
い
る
。「
統
一
」
を
阻
止
し
、
民

主
主
義
を
守
っ
て
二
〇
一
二
年
に
民
主
的
で
公
平
な
総

統
選
挙
を
行
え
る
か
ど
う
か
が
、
台
湾
の
命
運
を
決
定

す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。


